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2024-25年度RI会長テーマ

T he M agic of Rotar y

ロータ リ ーのマジッ ク

「 誤解し ないでく ださ い。 私たち は魔法の杖を 振っ て呪文を 唱えるだけで会員を 増やし たり 、 ポリ オ

を 根絶し たり 、世界に平和を も たら し たり する わけではあり ません。 それは皆さ ん次第です。 プロ ジェ

ク ト を 終えるたび、 寄付する たび、 新会員を 迎える たびに、 皆さ んはマジッ ク （ 魔法） を 生み出すので

す。」 と ア ーチッ ク RI会長エ レ ク ト は2024-25年度会長テ ーマ「 ロ ータ リ ーのマジ ッ ク 」 について呼び

かけまし た。 アーチッ ク 会長は、 ド ミ ニカ 共和国での浄水器設置活動を し ていた時に、 汚水が浄水器に

入り 透明な水が出てく る と こ ろ を 見ていた少年に「 も う 一度魔法を 見せて」 と 言われまし た。 少年は安

全な水が簡単に入手でき れば自分たちの人生が変わる事を 知っ ていまし た。 私が少し でも その力になれ

たこ と を 知っ たこ と で私の人生も 変わっ たと 述べら れまし た。

アーチッ ク 会長はポリ オ根絶のために全力を 尽く すよ う 次期ガバナーに求めまし た。 ポリ オ根絶活動

を 支援する 最善の方法は認識向上と 資金調達です。 ポリ オ根絶への支援を 呼び掛けてく ださ い。 ポリ オ

は今も 私たちの最優先事項です。

ロ ータ リ ーの行動計画から マジッ ク が始まり ます。 分断さ れた世界を 癒すにはそのマジッ ク が必要で

す。 私たち がベスト を 尽く すためには、 私たち の組織に変更を 加える必要があるかも し れません。 行動

計画は地区内のク ラ ブでの体験を よ り 良く する も のです。 地区内のク ラ ブが活発に活動し ていない、 ま

たは会員が減っ ている 場合、 地域社会にも っ と 合っ た新ク ラ ブを 結成する時期に来ているのかも し れま

せん。 ク ラ ブを より 良く する ために何ができ る か尋ねてみてく ださ い。 また、 まだ入会し ていないけれ

どロ ータ リ ー会員になる べき 地元のリ ーダーと 話すこ と を 検討し てく ださ い。 地元のク ラ ブの現在の構

造がその人たち に適し ていない可能性も あり ます。 また、 心から ク ラ ブへの帰属意識を 持てない会員が

いる かも し れません。 だから こ そ、 多様性、 公平さ 、 イ ン ク ルージョ ン 、 そし て帰属意識へのコ ミ ッ ト

メ ン ト を 広げる こ と が重要です。 行動志向の次世代の人たちを オープン な心で迎え入れるこ と を 願っ て

います。 たと え、 地元ク ラ ブの典型的な会員と は異なる タ イ プの人であっ ても 。

また、 アーチッ ク 会長は、 平和構築が私の最優先課題の一つだと し て行動喚起を 呼びかけまし た。 そ

のプログラ ムの一つの、 ロータ リ ー平和フ ェ ローシッ プではロータ リ ー平和センタ ーを卒業し た1800人以

上の平和フ ェ ローがより 良い世界を 築く ため活動し ています。 そし て2025年にイ スタ ンブールに新たな平

和センタ ーが設置さ れます。 こ れを 記念し て「 分断さ れた世界を 癒す」 を テーマにロータ リ ー平和会議

が行われます。 それまでの間、 会員の皆さ んも 平和の推進のために多く のこ と ができます。 その手段の

一つと し て「 四つのテスト 」 があり ます。 四つのテスト を実践し ていけば世界はより 良く なるでし ょ う 。 　

「 ロ ータ リ ーのマジッ ク 」 を 使っ て世界を 変えていき まし ょ う 。

（ 2024年国際協議会テーマ講演より 、 上田ガバナーエレ ク ト 抜粋）

ステフ ァ ニー・ A ・ アーチッ ク

マク マリ ー RC（ 米国ペンシルベニア州）

２0２４ ‒２ 5年度国際ロ ータ リ ー会長
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～略歴～

M cM urrayロータ リ ーク ラ ブ（ 米国ペンシルベニア州） 所属。 2024-25年度RI会長。 RI理事、

ロ ータ リ ー財団管理委員、 研修リ ーダー、 ロータ リ ー財団地域コ ーディ ネータ ー、 RI会長代理

など、 RIで数多く の役職を 歴任。 また、 3回の規定審議会で代表議員と 特別議員を 務める。

ロータ リ ー戦略計画委員会と ロータ リ ー財団百周年記念委員会の委員長を 務めたほか、 選挙

審査委員会と 運営審査委員会を 含むさ まざまなロータ リ ー委員会の委員を 歴任。

1991年にロ ータ リ ーに入会し て以来、 イ ンド と ナイ ジェ リ アでの全国予防接種日（ N ID） の

活動、 ベト ナムでの小学校建設、 ド ミ ニカ 共和国での浄水器設置など、 さ まざまな国際奉仕プ

ロ ジェ ク ト に参加。 複数のスラ ブ語を 学び、 ウク ラ イ ナの新会員の指導にあたっ たほか、 ポー

ラ ンド では乳がん検診用のX 線撮影装置と 生検ユニッ ト を 病院に設置する ロータ リ ー財団補助

金の調整を 担当。 ポーラ ン ド のク ラ ク フ ・ ロータ リ ーク ラ ブは記念冊子の中で、 共産主義後の

ポーラ ンド におけるロータ リ ーの復興を 手助けし た重要人物と し てアーチッ ク 氏を 挙げている。

現在は、 人道的・ 教育的奉仕プロジェ ク ト のために米国内のク ラ ブ・ 地区がアルバニア、 コ

ソ ボ、 ウク ラ イ ナのロ ータ リ ーク ラ ブと パート ナーシッ プ を 結べる よう 援助し ている。

高等教育、 コ ン サルティ ング、 エン タ ーテイ メ ン ト 業界における 職歴を 有し 、 ペンシルベニ

ア州立イ ン ディ アナ大学でリ ーダーシッ プ研究の博士号を 取得。 ロ ータ リ ー財団を はじ め数多

く の地元機関・ 国際機関から 賞や表彰を 受けている 。
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ガバナーから 地区の皆様へ

　 いよ いよ 新年度がスタ ート いたし ます。 新し い年度を 迎える に当たり 、 既にク ラ ブ会長を はじ めと す

る ク ラ ブ 指導者チームの方々はPET Sや地区研修・ 協議会に参加さ れ、 それぞれの立場で万全の準備を

進めてこ ら れたと 思います。 こ こ に改めてク ラ ブ 会員の皆様に新年度のRI会長テ ーマ、 ガバナー信条

を お伝えし ます。 皆様の力を 合わせて、 よ り 元気でより 魅力的なク ラ ブを 目指し て取り 組んでいただき

たいと 思います。

〇２0２４-２5年度　 ステフ ァ ニー・ A ・ アーチッ ク RI会長テーマ

　 「 T he M ag ic of Rotary」（ ロ ータ リ ーのマジッ ク ）

〇重点目標

　 ロ ータ リ ーの行動計画に基づき

　 ・ 平和構築のために「 分断を 癒す」

　 ・ 会員増強のための「 ク ラ ブ文化の見直し 」

　 ・ ロ ータ リ ーのマジッ ク の実践により 世界に変化を も たら す

〇ガバナー信条

　 「 行動し よう 、 未来のために。 ＝変革に取り 組も う ＝」

　 　 重点目標

 １． ク ラ ブ文化の見直し （ DEIの推進）

 ２． 奉仕活動に取り 組も う ！

〇重点実施事項

 １． ク ラ ブ 3 か年目標の設定

　 　 　 ク ラ ブレ ベルの行動計画の作成と 実施

　 ２． ク ラ ブ文化の見直し

　 　 ・ 若い人、 女性、 経営者ではない人等でも 居心地の良いク ラ ブ にし て会員増強を

　 　 ・ M y Rotary ラ ーニン グセンタ ーの受講促進によ る 自ら 学ぶ文化へ

 3 ． 奉仕活動計画の作成

　 　 ・ 多く の人の参加で奉仕活動を （ 環境分野への取組推進） 　

　 　 ・ ロータ リ ーのマジッ ク の実践

　 　 ・ 地区補助金・ グローバル補助金への取組推進

　

　 ア ーチ ッ ク RI会長は、 行動計画を 実行し 、 ク ラ ブ 文化を 見直すこ と で、「 た ま ら な く 魅力的な 」

（ Sim ply I r resistible） なク ラ ブにし てほし いと 言われています。 典型的なロータ リ アン （ 高齢、男性、

経営者） に限ら ず、 も っ と 幅広い人にと っ ても 、 ぜひ入り たいク ラ ブにし て、 多く の会員が自分の知り

合いを 誘いたく なる よう なク ラ ブにし てほし いと 思います。

国際ロ ータ リ ー第2710地区

2024 ―25年度ガバナー　 上田　 文雄
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2024 ― 2５年度ガバナー　 略歴

［ 氏　 　 名 ］

［ 所属ク ラ ブ］

［ 生 年 月 日 ］

［ 職 業 分 類 ］

［ 学 歴 ］

［ 職 歴 ］

［ 主 な 公 職 ］

［ ロータリー歴］

上田　 文雄（ う えだ　 ふみお）

岩国ロータ リ ーク ラ ブ

1953年 ８月21日

鉄工業（ 産業機械製造）

1977年 3 月 東京大学工学部工業化学科卒業

1977年 4 月 帝人（ 株） 入社

19８5年 4 月 旭興産（ 株） 入社

200８年 3 月 旭興産（ 株） 代表取締役社長就任

2020年 2 月 アラ イ ン テッ ク （ 株） 代表取締役社長就任

 （ 社名変更のため）

2006年 2 月～現在 日本政策金融公庫下関友の会幹事

2015年 3 月～現在 岩国商工会議所常議員

2012年 4 月～2022年 3 月 公正取引委員会下請取引等改善協力委員

2013年 7 月～2019年 6 月 （ 独法） 山口県産業技術セン タ ー評価委員

1994年 3 月 3 日  岩国ロータ リ ーク ラ ブ入会

1999年 6 月30日 岩国ロータ リ ーク ラ ブ退会

（ 旭興産（ 株） 前社長が岩国市長を 退任し 岩国R Cに復帰する ため交代）

2007年 7 月 5 日 岩国ロータ リ ーク ラ ブ再入会

2013-14年度 岩国ロータ リ ーク ラ ブ幹事

2016-17年度 岩国ロータ リ ーク ラ ブ会長

2021-22年度 R I第2710地区グループ 5 ガバナー補佐

ベネフ ァ ク タ ー

マルチプル・ ポール・ ハリ ス・ フ ェ ロー（ 6 回） 　

第 3 回米山功労者マルチプル

2021-22年度　 地区功労賞（ ガバナー補佐）
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会　 長　 挨　 拶

２0２４ ―２ 025年度　 広島東南ロータ リ ーク ラ ブ

会長　 田上　 克彦

１960年 ２月 １日、 ２0名のチャ ータ ーメ ン バーで広島東南ロータ リ ーク ラ ブが産声を 上げ、 本年度でク

ラ ブ創立65周年を 迎えます。 こ の記念すべき 年度にク ラ ブ会長を 務めさ せて頂く こ と を 大変光栄に思う

と 共に責任も 感じ ています。 私は１959年 ４月１9日生まれで、 広島東南ロ ータ リ ーク ラ ブと は同級生にな

り ます。 入会後は、 ４5周年、 50周年、 55周年、 還暦の60周年と ロ ータ リ ーク ラ ブと 共にお祝いを し て参

り まし た。 そし てまた、 来たる 65周年は会長と し てお祝い出来るこ と を 、 歴史を 築き 紡いで頂いた諸先

輩・ 現役会員の皆様に衷心よ り 感謝申し 上げます。

本年度RIステ フ ァ ニー・ アーチッ ク 会長のテ ーマは ｢ロ ータ リ ーのマジ ッ ク ｣ です。 会員に平和の

ために活動する よう に促し 、 その手段の一つに ４つのテスト を 実践し 、 世界を より 良く し ていく 事に取

り 組むこ と を 呼びかけら れていま す。 少し ジ ョ ーク を 交え、 多様性、 公平さ 、 イ ン ク ルージ ョ ン を 進

め、 行動志向の次世代の人たち を オープン な心で迎え入れる事を 推奨さ れています。 上田文雄地区ガバ

ナーの信条は「 行動し よ う 、 未来のために」 です。 コ ロ ナ禍で停滞し た奉仕活動を 、 コ ロナ前より 発展

さ せる 契機と し て、 奉仕活動に対する意識を 高める き っ かけを 作る よう 要望さ れています。

こ れら を 鑑み本年度のテーマを 『 語ろ う ロータ リ ーを 　 語ろ う 全会員で』 と さ せていただき ます。 広

島東南ロータ リ ーク ラ ブの、 世代職業を 超えて親密で和気藹々と し た家族、 兄弟のよう なク ラ ブである

伝統は保持し つつ、 大いにロ ータ リ ーについて語っ ていき たいと 思います。 特に近年入会し た若い行動

志向の強い次世代を 担う 会員に対し 、 理事・ 役員などの役職経験を 持つ私たち ベテラ ン メ ン バーは、 や

ら せてみる 覚悟を 持ち、 それを 放置し ない責任感を 発揮し てほし いと 思います。 過去の延長線上に未来

を 描く のではなく 、 英知と 勇気と 情熱で未来を 拓く 集団である こ と を 祈念し ます。

創立65周年実行委員会の皆様には山下委員長を 中心に昨年から 何度も 会議を 開催頂き 、 記念事業に被

爆樹木の絵画コ ンク ールを 行っ て頂く こ と になり まし た。 １0年前から 広島東南ロータ リ ーク ラ ブが取り

組んでき た被爆樹木の保存、 認知の集大成と なる事業になるよ う 全会員で取り 組み、 会員皆様の心に残

る記念事業になるよ う 祈念し ており ます。

通年経常の目標（ 200８.7～）

CLPに掲げら れているRC強化の要素を 参照し つつ広島東南RCのこ れま での歴史を 踏まえ、 以下のこ と を 通年経

常の目標を 設定する。

〇常に会員数概ね１00人の確保をはかり 、 世代職業を越えて親密で和気藹々と し た家族兄弟のよう なク ラ ブである

伝統を 保持する。

〇合理的例会運営、 高い出席率、 早い情報伝達、 電子記録の整理保存など広島東南RCがこ れまで充実に努めてき

たク ラ ブ運営の伝統を保持発展さ せる。

〇具体的な企業経営や職能活動の現場での職業奉仕のあり 方を研究する「 経営研究会」 を 充実継続する。

〇地域社会の子供（ 子育てを 含む）、 高齢者、 身体障害者など社会的弱者への奉仕活動を 中心に通年経常の活動を

継続する。

〇パールハーバー RC、 台中RCと の姉妹関係を 緊密に維持し 、 姉妹関係のも と での共同奉仕プロ ジェ ク ト を 適宜

実施する。

〇ロータ リ ー財団、 米山記念奨学会への支援は地区内での高い水準を 維持すると と も に、 米山奨学生の世話ク ラ

ブと し て大き く 貢献し てき た伝統を 継承し 、 積極的に奨学生の世話を引き 受け、 同時に米山奨学会を 支援する。

〇支店長会員を 主賓と し て多様な目的を 持っ て開催し ている 『 松茸を 腹一杯食べる 会』、『 ふぐ を 腹一杯食べる

会』 等を 継続する 。『 郷土史文化研究会』、『 RI エコ ー』 等のユニーク な内容を 含む同好会の活動を 支援する。

－ 55 －



2024 ― 25年度　 ロータ リ ー賞の目標

　 ２0２0-２１年度よ り 、 ロ ータ リ ーク ラ ブのリ ーダーは、 ロ ータ リ ー賞の達成を 目指すにあたり 、 ロ ータ

リ ーク ラ ブ・ セント ラ ルから ２5の目標のう ち少なく と も １3の目標（ または全目標の5１％以上） を 選ぶこ

と ができ る よう になり ます。 こ のよ う な柔軟性が適用さ れたこ と により 、 ク ラ ブにと っ て最も 重要で達

成可能と 思われる目標を 選ぶこ と が可能と なり ます。 さ ら に、 目標の多く はロ ータ リ ーク ラ ブ・ セント

ラ ル内で「 達成」 に印を つける 自己報告方式と なり ます。

　 当ク ラ ブは下記の１6の目標を 選択し まし た。 目標達成の為、 ご協力の程よろ し く お願いいたし ます。

目標 目標の詳細

会員増強 ロ ータ リ ー年度末までに達成し たいク ラ ブ会員総数

奉仕活動への参加 本ロータ リ ー年度にク ラ ブの奉仕活動に参加する 会員の数

新会員の推薦 本ロータ リ ー年度に新会員を 推薦する 現会員の数

地区大会への出席 地区大会に出席する会員の数

地区研修への参加 地区で行われる 研修／セミ ナー／協議会など に出席する ク

ラ ブ委員会委員長の数

年次基金への寄付 本ロ ータ リ ー年度のク ラ ブと 会員によ る ロータ リ ー財団年

次基金への寄付総額

ポリ オプラ ス基金への寄付 本ロ ータ リ ー年度のク ラ ブと 会員によ る ロータ リ ー財団ポ

リ オプラ ス基金への寄付総額

ベネフ ァ ク タ ー 遺言またはそのほかの遺産計画に財団恒久基金を 指定し て

寄付する こ と を ロ ータ リ ー財団に通知ま た は恒久基金に

１,000ド ル以上を 寄付し て、 新たにベネフ ァ ク タ ーと なる 個

人・ 夫婦の数

奉仕プロジェ ク ト 本ロータ リ ー年度にクラブが実施する奉仕プロジェ クト の数

イ ン タ ーアク ト ク ラ ブ 本ロ ータ リ ー年度にク ラ ブが提唱する 新イ ン タ ーアク ト ク

ラ ブと 既存イ ン タ ーアク ト ク ラ ブの数

RY LA 参加者 本ロ ータ リ ー年度にク ラ ブ が支援するRY LA （ ロ ータ リ ー

青少年指導者養成プロ グラ ム） 参加者の数

ク ラ ブ戦略計画 ク ラ ブにはク ラ ブ独自の戦略計画（ 長期計画） がある か

イ ン タ ーネッ ト 上の存在感 ク ラ ブ の推進用資料、 ウェ ブ サイ ト 、 ソ ーシャ ルメ ディ ア

で は、 最新のロ ータ リ ーのロ ゴ が正し く 使われ、「 世界を

変える 行動人」 と し ての会員のイ メ ージを 伝えている か

親睦のための活動 本ロ ータ リ ー年度、 例会以外に親睦を 目的と し てク ラ ブが

実施し た活動の回数

ウェ ブ サイト と ソ ーシャ ルメ ディ アの

更新

本ロ ータ リ ー年度中、 最新の活動や一般の関心を 引く よ う

な情報を 反映さ せる ために、 ク ラ ブ のウェ ブ サイ ト と ソ ー

シャ ルメ ディ アアカ ウント を 月に何回更新する か

クラブのプロジェ クト のメ ディ ア掲載 本ロ ータ リ ー年度にク ラ ブのプ ロ ジェ ク ト を 取り 上げる メ

ディ ア記事の数
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2024 ― 202５年度広島東南ロータ リ ーク ラ ブ所属委員会

【 理　 事　 ・ 　 役　 員】

【 所  属  委  員  会 】

会 長（ 理事） 田上　 克彦

直 前 会 長（ 理事） 柄　 　 博治

副 会 長・ 会長エレク ト（ 理事） 久保　 和浩

幹 事（ 理事） 鹿瀬　 賢二

会 員 増 強（ 理事） 菅　 富誉樹

クラ ブ管理運営（ 理事） 尾立　 道泰

広報・ 記録（ 理事） 吉田　 範子

奉仕プロジェ クト（ 理事） 髙西　 哲郎

財団関連活動（ 理事） 渡邉　 直樹

会 計（ 理事） 中村　 伸弘

Ｓ ． Ａ ． Ａ ．（ 理事） 上田　 康博

副 幹 事 髙橋　 心里

副 幹 事 國司　 　 晃

 　

（ ＊印は兼務）

委員会 委員長リーダー 副リ ーダー 委　 　 員　

◎会員増強委員会 菅　 富誉樹 　 　

会員増強･職業分類担当 蔦尾健太郎 大井　 克元*
伊藤　 正樹 温泉川梅代 要田　 昭治

平川　 勝洋

ロータ リ ー情報担当 森原　 弘昌 谷井　 　 智 山仲　 　 巌

◎ク ラ ブ管理運営委員会 尾立　 道泰 　 　

出席担当　 沖宗　 正明 濵本　 聖次 吉田　 信秀 行武　 治子 横山　 敏郎*

プログラ ム担当 大下　 達士 衣笠　 准一 林　 大一郎* 林　 　 潤子*

親睦担当 林　 　 亮介 平岡　 誠治

米川　 　 晃 久保河内豊 冨部　 秀司

君島　 龍輝 荒木　 浩幸 田中　 　 貴*

佐柳　 和憲* 森脇　 邦友* 越智　 直紀*

戸邊　 宏二* 横山　 敏郎* 柴田　 公房*

安永　 竜弥* 西谷　 伸治* 鈴川　 浩史

瀧川　 洋一 菅野　 博文 大本　 一城

◎広報･記録委員会 吉田　 範子

ク ラ ブ会報･資料保存担当 佐々木一暢 江後　 潤一 神辺　 眞之 品川　 晃二 旦　 康次郎

雑誌担当 赤川　 浩二 髙垣　 　 創 河野　 洋平 田中　 　 貴* 林　 　 潤子*

広報担当 田尾　 直也 宮内　 章裕 越智　 直紀* 　 　

◎奉仕プロジェ ク ト 委員会 髙西　 哲郎 　 　 　 　

職業奉仕･経営研究担当 角田由貴子 井原　 倫子
荻田　 玲子 武士末　 修* 天野　 國幹

中畝　 將博*

社会奉仕担当 佐々木　 聡 田中　 康平
岡本　 幸士* 武士末　 修* 戸邊　 宏二*

柴田　 公房* 　

青少年奉仕担当 見正　 伸也 田野原　 浩
土肥　 雪彦 佐柳　 和憲* 森脇　 邦友*

安永　 竜弥* 西谷　 伸治*

国際奉仕･姉妹ク ラ ブ担当 守下　 康弘 梅本　 良徳
長崎　 清正 山下　 　 泉 大井　 克元*

中畝　 將博* 林　 大一郎* 三宅　 正光*

◎財団関連活動委員会 渡邉　 直樹

ロータ リ ー財団担当 三宅　 正光* 塩崎　 滋弘 大濱　 紘三 佐野　 庸子

米山記念奨学会担当 中脇　 令子 平町　 隆典 河野　 宏明

◎Ｓ .Ａ .Ａ .支援担当 若宮奈美江 板本　 敏行 脇舛　 賢治 岡本　 幸士* 古本　 由美

◎監　 　 査 神田　 敏治 岩井　 正喬

◎ク ラ ブ戦略委員会

（ 2018年度以降　 歴代会長・ 幹事）

吉田　 信秀 衣笠　 准一 米川　 　 晃 要田　 昭治 佐野　 庸子

柄　 　 博治 大井　 克元 森原　 弘昌 谷井　 　 智 山仲　 　 巌

◎創立65周年実行委員会 山下　 　 泉 中村　 伸弘 久保　 和浩 神田　 敏治 吉田　 信秀

要田　 昭治 武士末　 修 森原　 弘昌

◎被爆樹木特別委員会 要田　 昭治 菅　 富誉樹 田上　 克彦 守下　 康弘

◎合同事務局運営委員　 鹿瀬　 賢二 髙橋　 心里 國司　 　 晃

（ 長） （ 副） （ 統）
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　 田上会長の「 語ろ う ロ ータ リ ーを 　 語ろ う 全会員で」 と の方針のも と で、今まで以上に活発なコ ミ ュ

ニケーショ ンを 図り 、 会員全員のご協力を 頂いて新会員の獲得と 退会の防止を 図り たいと 考えており ま

す。 65周年を 迎える 今年度は、 他の委員会と も 協力し て、 全会員で語ら う 機会を 多く 設けてロ ータ リ ー

ク ラ ブについての理解を 深めて行ければと 思います。 １00名に向けての会員増強、 女性会員のさ ら なる

獲得を 引き 続き 取り 組んで参り ますので、 皆様のご協力を 宜し く お願い申し 上げます。

● 会員増強・ 職業分類担当

〈 方　 針〉

　 今年度末時点で、 ク ラ ブ会員総数１00名維持（ 達成） を 目標と する。

〈 計　 画〉

・ 会員増強の具体的目標と し て純増 ２名を 目指す。

・ ４か月に １度程度、 退会者数や入会者数を 確認する。 目標達成の進捗状況を 把握し 、 ク ラ ブ全体で共

有する。

・ 会員増強の手段と し て、 各メ ンバーの皆様に今一度、 こ れまで培っ た人脈を 十分に発揮し て頂く 。 入

会し てほし いと 思う 有為な人物がいないかの喚起を 継続し て行う 。

・ 入会可能性のある 人物についてメ ンバーから 情報提供を 受けるよ う な体制を 作る 。 提供を 受けた際に

は、 適宜、 メ ンバーと 協力し 、 入会に向けて後押し を 行う 。

・ 会員増強・ 退会防止に向けて、 特に新会員について、 早く ク ラ ブ になじ むこ と ができ るよ う な優し い

声かけや配慮を 行う 。 そう いっ た配慮を ク ラ ブ全体で共有するよ う 、 継続的に喚起し ていく 。

・ オープン 例会を 開催する 。 入会可能性のある 方々を 積極的に招待し 、 当ク ラ ブの雰囲気を 感じ ても ら

いつつ、 入会に結びつける 。

〈 予　 算〉　 ２00,000円

副リ ーダー

大井　 克元
リ ーダー

蔦尾健太郎

【 リ ー ダ ー】 蔦尾健太郎

【 副リ ーダー】 大井　 克元

【 委　 　 　 員】 伊藤　 正樹 温泉川梅代

要田　 昭治 平川　 勝洋

会員増強委員会

委員長　 　 菅　 富誉樹

2024 ― 202５年度　 広島東南ロータ リ ーク ラ ブ

各部門・ 委員会の事業計画
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● ロ ータ リ ー情報担当

〈 方　 針〉

１． 新会員にロ ータ リ ーク ラ ブの特典と 責務に関する情報を 提供する。

２． 会長方針の「 語ろ う ロ ータ リ ーを 　 語ろ う 全会員で」 を 受け会員にロータ リ ーの事を 深く 知っ て頂

く よ う 、 ま たロ ータ リ ー情報と し て 活発に事業を 行う 。 具体的には退会防止及び新規入会促進の

為、 会員増強・ 職業分類担当、 親睦担当と も 連携し 、（ 特に入会 3 年未満の会員） に対し 少規模で

のフ ァ イ ヤーサイ ド ミ ーティ ン グを 実施し 、 ロ ータ リ ーク ラ ブ の歴史・ 目的・ 活動と 当ク ラ ブに関

する 種々の情報と 親睦を 提供する 場を 設ける 。 こ れによ り 会員のク ラ ブ への親和性を 高め会員増

強・ 職業分類担当の退会防止と 新入会員勧誘の取り 組みを ロータ リ ー情報担当と し てサポート し て

いく 。

〈 計　 画〉

１． 新会員の入会説明を 例会前１１時30分よ り 行う 。

２． 会員増強・ 職業分類担当と 共同で、 会長経験者や入会歴の長い会員の方から 当ク ラ ブに関する お話

を 聞く 会を 年度内に複数回開催する 。

　 　 会員の皆様（ 特に入会 3 年未満の会員） 対し 当ク ラ ブの歴史や過去の逸話等を 紹介し て頂き 会員の

ク ラ ブへの親和性及び会員増強の機運を 高める 機会を 提供する 。 こ れら によっ て退会防止と 会員増

強につながるロ ータ リ ー情報担当の事業と する 。

　 　 開催及び会場は、 親睦担当と 連携し て懇親会も 同時に開催し 会員間の親睦を 深める 場と する。

3 ． 週報などでロータ リ ーに関する 情報を 提供する 。

４． 入会 3 年未満の会員（ 特に支社長・ 支店長等広島に着任さ れた会員） については、 各種会合に積極

的に参加会出来る よう 情報提供する 。

〈 予　 算〉　 ４50,000円

副リ ーダー

谷井　 　 智
リ ーダー

森原　 弘昌

【 リ ー ダ ー】 森原　 弘昌

【 副リ ーダー】 谷井　 　 智

【 委　 　 　 員】 山仲　 　 巌
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　 昨年度はロータ リ ー活動が、 コ ロ ナ前に戻り 活気を 帯びてき たと 感じ ており ます。

　 来年 ２月 １日は、 広島東南ロ ータ リ ーク ラ ブ創立65年を 迎え、 記念式典を はじ め、 様々な事業を 予定

し ています。

　 ク ラ ブ 管理運営委員会は、 沖宗出席担当リ ーダー、 大下プ ロ グラ ム担当リ ーダー、 林親睦担当リ ー

ダーの 3 名と と も に、 ロ ータ リ ーを 語り 、 ロータ リ ーを 楽し み、 ロ ータ リ ーで学んでいける よ う 様々な

事業を 計画し ています。

　 皆様の積極的なご参加を よ ろ し く お願いいたし ます。

● 出席担当

〈 方　 針〉

　 今年度は広島東南ロ ータ リ ーク ラ ブ創立65周年を 迎えます。 今年度の田上会長の方針「 語ろ う ロ ータ

リ ーを 　 語ろ う 全会員で」 を 念頭に、 当ロ ータ リ ーク ラ ブ の全会員が和気藹々と し て大いに語れる よ

う 、 積極的に会合に参加でき る こ と を 目指し ます。

〈 計　 画〉

１． 他の委員会と 連携し 、 出席し やすい環境を 作る 。

２． 例会時に出席報告を 行い、 例会出席への関心が高まる こ と を 図る。

3 ． ク ラ ブ会報に出席状況を 掲載する。

４． 連続出席者を 報告し 、 記念品の贈呈を 行い、 その労を 称える。

5 ． 今年度は創立65周年である こ と から 、 多く の行事が予定さ れる 。 積極的に参加を 求めて行く 。

6 ． 例会に出席でき ないと き は他ク ラ ブでのメ ーク アッ プを 奨励する。

〈 予　 算〉　 ４50,000円

副リ ーダー

濵本　 聖次
リ ーダー

沖宗　 正明

【 リ ー ダ ー】 沖宗　 正明

【 副リ ーダー】 濵本　 聖次

【 委　 　 　 員】 吉田　 信秀 行武　 治子

横山　 敏郎

ク ラ ブ管理運営委員会

委員長　 　 尾立　 道泰
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● プログラ ム担当

〈 方　 針〉

　 英知と 勇気と 情熱を 持っ て未来を 抱ける 例会を 企画する 。

　 会長方針に沿っ たプロ グラ ムを 計画する 。

〈 計　 画〉

　 ロ ータ リ ー月間のテーマに因んだプロ グラ ムを 実施する 。

　 新入会員に自己紹介等の卓話を 依頼する 。

　 社会貢献活動、 会員相互の研鑽に役立つ活動及び特徴ある活動の卓話を 実施する 。

〈 予　 算〉　 400,000円

副リ ーダー

衣笠　 准一
リ ーダー

大下　 達士

【 リ ー ダ ー】 大下　 達士

【 副リ ーダー】 衣笠　 准一

【 委　 　 　 員】 林　 大一郎 林　 　 潤子

－ 61 －



● 親睦担当

〈 方　 針〉

・ 東南RCなら ではの伝統行事の良さ を継承し つつ、 過去の延長線上ではない、 未来を拓く 試みに挑戦する。

・ 会員及び親睦メ ン バーがワク ワク する 企画設営を 心掛ける。

〈 計　 画〉

１． 例会受付

　 　 出席カ ード 捺印

　 　 ビ ジタ ー歓迎、 紹介

２． 親睦行事

　 　 花火大会観覧 （ 家 族 会： ２0２４年 7 月２7日　 銀河）

　 　 地産地消を 楽し む会 （ 家 族 会： ２0２４年 9 月頃）

　 　 3 RC合同例会　 （ 夜間例会： ２0２４年１0月２１日　 リ ーガ）

 ※ホスト ： 広島中央RC

　 　 第36回支店長会員を 囲む会（ 松茸の会： ２0２４年１0月頃）

　 　 サッ カ ー観戦 （ 家 族 会： ２0２４年１１月 3 日）

　 　 ク リ スマス例会 （ 夜間例会： ２0２４年１２月２3日　 A NA ）

　 　 創立65周年記念式典 （ 懇 親 会： ２0２5年 ２月 １日　 A NA ）

　 　 第37回支店長会員を 囲む会（ 河豚の会： ２0２5年 ２月頃）

　 　 新会員歓迎例会　 （ 夜間例会： ２0２5年 3 月２４日　 A NA ） 　 　

　 　 野球観戦　 （ 家 族 会： ２0２5年 5 月頃）

　 　 最終例会 （ 夜間例会： ２0２5年 6 月30日　 A NA ）

3 ． 記念品贈呈

４． 各委員会への参加

5 ． 同好会活動への協力

6 ． ク ラ ブ内慶弔への支援

7 ． 委員会間コ ラ ボ企画（ ロ ータ リ ー情報×会員増強×親睦）

　 　 （ 親睦会： ２0２5年１１月頃）

〈 予　 算〉　 6,500,000円

副リ ーダー

平岡　 誠治
リ ーダー

林　 　 亮介

【 リ ー ダ ー】 林　 　 亮介

【 副リ ーダー】 平岡　 誠治

【 委　 　 　 員】 米川　 　 晃 久保河内豊

冨部　 秀司 君島　 龍輝

田中　 　 貴 荒木　 浩幸

佐柳　 和憲 森脇　 邦友

越智　 直紀 戸邊　 宏二

横山　 敏郎 柴田　 公房

安永　 竜弥 西谷　 伸治

鈴川　 浩史 瀧川　 洋一

菅野　 博文 大本　 一城

－ 62 －



　 田上会長の方針「 語ろ う ロ ータ リ ーを 　 語ろ う 全会員で」 を も と に広報委員会の皆様の柔軟で新し い

発想によっ て、 当ク ラ ブの活動を 適切に内外に積極的に広報し てまいり ます。

　 また、 65周年事業の各報道機関への広報など外部へのロ ータ リ ー活動の啓発に努めて参り ます。 皆様

のご協力を よろ し く お願いいたし ます。

● ク ラ ブ会報・ 資料保存担当

〈 方　 針〉

１． ク ラ ブ 会報（ 週報） を 作成し 、 当ク ラ ブ の事業や諸活動を 周知し 、 会員の関心を 高める こ と によ

り 、 会員相互の親睦を 深め、 ク ラ ブの活性化を 図り 、 ひいてはロータ リ ー活動に寄与する 。

２． ク ラ ブ会報及び関連資料データ 等を 適切に保存・ 管理する こ と で、 当ク ラ ブの行っ ている 事業や諸

活動の内容を 着実に記録し 後世に残す。

〈 計　 画〉

１． ク ラ ブ会報は毎例会にて披露し 、 併せて例会前後の行事・ 予定等を 同会報にてお知ら せする。

２． ク ラ ブ会報は、 当ク ラ ブの行っ ている 事業や会員の実施し ている諸活動を 幅広く 紹介し 、 読み応え

と 当ク ラ ブへの愛着を 増やす紙面を 目指す。

3 ． 田上克彦会長の掲げる 当ク ラ ブのテーマ「 語ろ う ロ ータ リ ーを 　 語ろ う 全会員で」 を ク ラ ブ会報に

反映さ せる 。 週報に「 つぶやき コ ーナー」 を 新たに設置。 毎週会員一名の方から ２0文字程度で『 つ

ぶやき 』 を 投稿し て頂き 、 例会時に ２分程度の時間を 設け、 その『 つぶやき 』 に対し 例会出席会員

と 会話を するこ と によ り 、 会員同士の交流を 図る。

４． 各例会のメ イ ン プロ グラ ムの内容はク ラ ブ会報にて記事にする 。 特に会員によ る卓話は本人から 原

稿を 入手し 、 内容に齟齬が無いよう にする 。 　 　

5 ． ク ラ ブ会報は当ク ラ ブのホームページに掲載し 、 会員から の閲覧を 奨励する。 　 　

6 ． 例会や各種行事にて、 極力写真等を 撮影し 、 記録・ 記念と し て保存する。

〈 予　 算〉　 59４,000円

副リ ーダー

江後　 潤一
リ ーダー

佐々木一暢

【 リ ー ダ ー】 佐々木一暢

【 副リ ーダー】 江後　 潤一

【 委　 　 　 員】 神辺　 眞之 品川　 晃二

旦　 康二郎 河野　 洋平

田中　 　 貴 林　 　 潤子

越智　 直紀

広報・ 記録委員会

委員長　 　 吉田　 範子
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● 雑誌担当

〈 方　 針〉

　 「 ロ ータ リ ーの友」 を 会員に購読し ていただき 、 国内・ 国外のロ ータ リ ー活動を 知っ ていただく 。 ま

た活動報告・ 随筆等に触れながら 会員全員でロ ータ リ ー活動の意義を 考える機会を 作る 。

　 広島東南ロータ リ ーク ラ ブの活動状況を 「 ロ ータ リ ーの友」 を 通じ て情報発信を する 。

〈 計　 画〉

１． ２0２４年 7 月号～２0２5年 6 月号まで毎月発行さ れる「 ロ ータ リ ーの友」 を 毎月配布する 。

２．「 ロ ータ リ ーの友」 内で企画さ れている、 ク イ ズ、 川柳、 ピ ッ ク アッ プ 情報等の企画に参加し て頂

き 、 ロ ータ リ ー活動への関心、 理解を 深めて頂く 機会の醸成を 図る 。

3 ．「 ロ ータ リ ーの友」 を 各種団体等へ寄贈し 、 ロ ータ リ ーク ラ ブへの関心と 理解を 深めていただく 。

４． 広島東南ロ ータ リ ーク ラ ブの活動内容を 「 ロータ リ ーの友」 へ掲載し て頂ける よう 目指し ます。

〈 予　 算〉　 １00,000円

副リ ーダー

髙垣　 　 創
リ ーダー

赤川　 浩二

【 リ ー ダ ー】 赤川　 浩二

【 副リ ーダー】 髙垣　 　 創

【 委　 　 　 員】 神辺　 眞之 品川　 晃二

旦　 康次郎 河野　 洋平

田中　 　 貴 林　 　 潤子

越智　 直紀
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● 広報担当

〈 方　 針〉

　 「 語ろ う ロータ リ ーを 　 語ろ う 全会員で」 を テーマにロ ータ リ ー活動がク ラ ブ内外へ正し く 素早く 伝

わる よ う に創意工夫し ながら 広報活動に努める 。

〈 計　 画〉

■東南ロータ リ ーク ラ ブのホームページの活用活性化

　 ・ 奉仕活動、 各行事・ 委員会活動を ホームページへ投稿

　 　 地区補助金事業/パールハーバー RC合同記念植樹付近の清掃活動など取材と 広報活動。

■65周年被爆樹木絵画コ ン ク ールの広報活動・ 取材など

■東南ロータ リ ーク ラ ブのSNSの復活／情報発信

■県・ 市の記者ク ラ ブや地元経済誌へのプレ スリ リ ースなど

〈 予　 算〉　 ４50,000円

副リ ーダー

宮内　 章裕
リ ーダー

田尾　 直也

【 リ ー ダ ー】 田尾　 直也

【 副リ ーダー】 宮内　 章裕

【 委　 　 　 員】 神辺　 眞之 品川　 晃二

旦　 康次郎 河野　 洋平

田中　 　 貴 林　 　 潤子

越智　 直紀
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　 田上会長の方針である「 語ろ う ロ ータ リ ーを 　 語ろ う 全会員で」。

　 こ の方針に基き イ ンフ ォ ーマルミ ーティ ングも リ ーダーを 中心に個別単位で多数のメ ンバー出席によ

り 行われまし た。 意見交換も 積極的に行われし っ かり と 今年度事業計画に反映さ れている と 思います。

　 せっ かく 全員参加で作成し た事業計画ですから 形骸化さ せる こ と なく 委員会メ ン バー全員で推進し 、

実行と 検証によ る途中経過での計画修正も 積極的に行われるこ と を 期待し ます。

　 奉仕プロ ジェ ク ト の各事業活動を より 良き も のにする ためには、 委員会メ ン バーだけでなく 、 ク ラ ブ

メ ン バー全員に参加し て貰う こ と が重要と なり ます。

　 皆様には奉仕プロ ジェ ク ト 委員会活動へのご理解と ご協力を 切にお願いし 、 楽し い奉仕プロ ジェ ク ト

にし ていき まし ょ う 。

● 職業奉仕・ 経営研究担当

〈 方　 針〉

　 本年度のテーマ「 語ろ う ロ ータ リ ーを 　 語ろ う 全会員で」 を 推進する ために、 ロ ータ リ アン の原点で

ある 職業奉仕の理念、 経営研究の再認識を 図り 、 皆で語り 皆で知恵を 出し 合い、 共に進める 。

〈 計　 画〉

１． 会員の職業責務遂行の水準向上

　 　 　 職業奉仕の理念を 踏まえ、 多様な職業分野における 職業奉仕の状況を 学び、 職場や地域活動など

優れた社会貢献の取り 組みを 実施する 。 　 　 　 　

　 　 ①会員企業または他企業を 対象に職場訪問例会を 実施。

　 　 　 （ 職場訪問予定先： 広島テレ ビ放送新社屋）

　 　 ②会員企業、 または地域社会に貢献さ れた優良従業員表彰を 実施。

副リ ーダー

井原　 倫子
リ ーダー

角田由貴子

【 リ ー ダ ー】 角田由貴子

【 副リ ーダー】 井原　 倫子

【 委　 　 　 員】 荻田　 玲子 武士末　 修

天野　 國幹 中畝　 將博

奉仕プロジェ ク ト 委員会

委員長　 　 髙西　 哲郎
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２． 経営研究会の充実を 図り 、 会員企業の経営に役立つ情報提供を 実施する。

　 　 ①多様な職業分野の経営幹部を 招聘し 講演会を 開催。 　

　 　 ②経営に関する 事例や経営哲学、 経験談についての講演会を 開催。

　 　 　 （ 講演会予定： SDGs積水ハウス（ 株） 江後潤一会員）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「 未来の家（ 仮）」

〈 予　 算〉　 500,000円

● 社会奉仕担当

〈 方　 針〉

　 田上会長の方針「 語ろ う ロ ータ リ ーを 　 語ろ う 全会員で」 のスロ ーガンに基づき 、 社会奉仕活動の計

画を し ていき ます。

〈 計　 画〉

１． 吉島病院への寄贈事業（ 地区補助金事業）

　 　 　 プロ ジェ ク ト 名： 国家公務員共済組合連合会吉島病院へリ ク ラ イ ニング車椅子 １台と 車いす体重

計 １台を 寄贈する

　 　 　 吉島病院では、 令和 6 年度着工予定の建替え計画がある ため、 予算申請は収益性が高い機器ほど

優先的に承認さ れるが、 当申請機器は収益性を 生むも のでないこ と から 優先順位が下位に設定さ れ

る ので今後の購入予定の目途も 立っ ていない為、 支援する こ と と し た。（ 地区補助金２7万円、 ク ラ

ブ資金１４万9,２１0円）

　 　 　 吉島病院での清掃活動・ 贈呈式を 計画し ています。

２． 柏の実苑のク リ スマス会参加の継続

3 ． 社会奉仕活動団体などへの支援

　 　 ・ 広島いのちの電話

　 　 ・ CROSS T EA M の支援

　 　 　 （ 寄付型ラ ッ ピ ング自動販売機設置など）

４． 早朝清掃の継続（ パールハーバー記念樹付近）

〈 予　 算〉　 500,000円

副リ ーダー

田中　 康平      
リ ーダー

佐々木　 聡

【 リ ー ダ ー】 佐々木　 聡

【 副リ ーダー】 田中　 康平 

【 委　 　 　 員】 岡本　 幸士 武士末　 修

戸邊　 宏二 柴田　 公房
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● 青少年奉仕担当

〈 方　 針〉

　 2024-2025度、 RI会長テ ーマ「 ロ ータ リ ーのマ ジ ッ ク 」、 当ク ラ ブ 会長方針「 語ろ う ロ ータ リ ーを 　

語ろ う 会員全員で」 に基づき 、 イ ン タ ーアク ト ク ラ ブを はじ めと し た青少年の活動支援や様々な奉仕活

動を 、 当委員が一体と なっ て活動し て参り ます。

〈 計　 画〉

１． 広島商業高等学校イ ン タ ーアク ト ク ラ ブの活動支援の実施

　 　 ⑴青少年育成活動と し て、 高校の協力を 得ながら 生徒主体の社会奉仕活動の支援を 行う 。

　 　 ⑵毎月のイ ンタ ーアク ト ク ラ ブ例会に出席し 、 有意義なク ラ ブ 活動の助言を 行い、 部員増強の策も

話し 合う 。

　 　 ⑶イ ン タ ーアク ト ク ラ ブ地区大会、 研修会に参加し 、 研鑽を 重ねる と 共に、 他校と の情報交換に努

める 。

　 　 ⑷ボラ ンティ ア活動についての社会的意義と 方法論について生徒達と 共に考える。

　 　 ⑸広島・ 長崎爆心地中間点にある福岡県築上郡上毛町の「 被爆樹木」 の清掃活動を 通し 、 平和運動

の支援を 行う 。

２． 他のイ ンタ ーアク ト ク ラ ブと の活動支援の検討

3 ． RY LA への参加を 通じ た青少年教育に関する 事業支援

４． 子育て世代と 子ども と の共育活動を 実施

〈 その他〉

　 現状の問題と し て部員の減少で広商IA Cの存続自体が危う い状況です。 部員の増強に関し て当ク ラ ブ

と し て出来るこ と も 顧問の先生と も 探っ て参り ます。

〈 予　 算〉　 600,000円

副リ ーダー

田野原　 浩
リ ーダー

見正　 伸也

【 リ ー ダ ー】 見正　 伸也

【 副リ ーダー】 田野原　 浩

【 委　 　 　 員】 土肥　 雪彦 佐柳　 和憲

森脇　 邦友 安永　 竜弥

西谷　 伸治
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● 国際奉仕・ 姉妹ク ラ ブ担当

〈 方　 針〉

　 田上会長の方針『 語ろ う ロ ータ リ ーを 　 語ろ う 全会員で』 に基づき 国際奉仕・ 姉妹ク ラ ブ担当では、

創立65周年記念事業の日に合わせてパールハーバーRC、 台中RC、 仙台南RC等来広し て頂き 交流事業

を 深めたいと 思います。

〈 計　 画〉

　 ２0２5年 ２月 １日の創立65周年記念事業に向けて姉妹ク ラ ブ・ 友好ク ラ ブに来広し て頂く 。 また、 パー

ルハーバーRCへは２0２４年秋に表敬訪問する 計画の立案。 台中RCへは２0２5年 5 月に創立70周年のお祝い

に表敬訪問する 計画の立案を し ます。

【 過去の交流履歴】

２0１5年 5 月　 台中RC創立60周年表敬訪問

２0１6年 ４月　 PHRC来広

２0１6年 9 月　 PHRC表敬訪問

２0１8年 ４月　 PHRC来広

２0１9年 ２月　 PHRC表敬訪問

２0２0年 １月　 東南RC創立60周年PHRC・ 台中RC来広

２0２0年 5 月　 台中RC創立65周年表敬訪問中止

２0２１年　 　 　 コ ロ ナ禍によ り 交流中止

２0２２年 ４月　 仙台地区大会表敬訪問　 植樹式出席

２0２3年 ２月　 PHRC表敬訪問

２0２3年 5 月　 台中RC表敬訪問

２0２3年１0月　 仙台南RC表敬訪問　 植樹式出席

〈 予　 算〉　 3,２00,000円（ 台中RC70周年祝金含む）

副リ ーダー

梅本　 良徳
リ ーダー

守下　 康弘

【 リ ー ダ ー】 守下　 康弘

【 副リ ーダー】 梅本　 良徳

【 委　 　 　 員】 長崎　 清正 山下　 　 泉

大井　 克元 中畝　 將博

林　 大一郎 三宅　 正光

－ 69 －



　 財団関連活動委員会は、 ロ ータ リ ー財団及び米山記念奨学会につき 、 寄付の目標を 達成する よ う 努

め、 また、 地区補助金を 活用し た事業実施の支援や奨学生及びカ ウンセラ ーの支援を 行います。

　 会員の皆様におかれまし ては、 こ れら の活動の趣旨を ご理解いただいた上、 積極的にご支援、 ご協力

を 賜り ますよう 、 よ ろ し く お願いいたし ます

● ロ ータ リ ー財団担当

〈 方　 針〉

　 ロ ータ リ ー財団の役割、 活動実績、 仕組み等を 会員に理解し ていただき 年次基金、 恒久基金のご協力

を お願いする。

　 地区補助金を 活用し た事業計画を 実施する。

〈 計　 画〉

ロータ リ ー財団への寄付推進

　 ①ポリ オ・ プラ スへの支援35ド ル/人

　 　 １00万ド ルの食事を 年 8 回程度実施する 。

　 ②年次基金１50ド ル/人

　 　 ポールハリ スフ ェ ロ ー、 マルチプルポールハリ スフ ェ ローへの寄付を 勧誘し 、 年次基金の目標を 達

成する 。（ 7 名以上）

　 ③恒久基金

　 　 ベネフ ァ ク タ ー １名/ク ラ ブ又は１000ド ル以上/ク ラ ブを 達成する。

　 ④ロ ータ リ ーカ ード の普及に努める。

　 　 ロ ータ リ ー財団月間に卓話を 実施し 会員の皆様に情報提供する 。

副リ ーダー

塩崎　 滋弘
リ ーダー

三宅　 正光

【 リ ー ダ ー】 三宅　 正光

【 副リ ーダー】 塩崎　 滋弘

【 委　 　 　 員】 大濱　 紘三 佐野　 庸子

財団関連活動委員会

委員長　 　 渡邉　 直樹
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地区補助金の活用

　 国家公務員共済組合連合会　 吉島病院へ車椅子 １台と 体重計 １台を 寄贈する 。

　 グロ ーバル補助金について調査し 、 活用の可能性を 検討する 。

〈 予　 算〉　 １00,000円

● 米山記念奨学会担当

〈 方　 針〉

　 会長方針「 語ろ う ロータ リ ーを 　 語ろ う 全会員で」 の基、 広島東南ロ ータ リ ーク ラ ブで受け継がれて

き た「 米山記念奨学会事業」 を 継承し ていく 。

　 本事業を 通し て、 本ク ラ ブ会員と 共に留学生と の親睦を 深め、 日本と 留学生の本国と の文化・ 環境な

どを 相互理解するこ と に努め、 平和に寄与する こ と を 方針と する。

　 本ク ラ ブ会員の皆様に、 本事業活動への支援及び本奨学会への寄付を お願いする 。

〈 計　 画〉

１． 米山記念奨学会事業への理解を 促進する。

２． 米山記念奨学会への寄付を お願いする 。

　 　 ・ 特別寄付金のお願いを する。

　 　 ・ 寄付目標： １人１6,000円以上

3 ． 奨学生の受入支援を する 。

４． 奨学生、 学友と の交流を 図る。

〈 予　 算〉　 １0,000円

副リ ーダー

平町　 隆典
リ ーダー

中脇　 令子

【 リ ー ダ ー】 中脇　 令子

【 副リ ーダー】 平町　 隆典

【 委　 　 　 員】 河野　 宏明
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　 例会がスムーズに進行する よ う に会場監督に努力し 、 最善の例会管理を 行っ ていく 所存です。 和気あ

いあいと し た雰囲気の中にあっ ても 秩序ある例会運営を し ていき たいと 思いますので、 皆様のご協力を

よろ し く お願いいたし ます。

● S .A .A .支援担当

〈 方　 針〉

　 会長方針「 語ろ う ロータ リ ーを 　 語ろ う 全会員で」 に沿い、 こ れまで以上に会員同士の親交促進や合

理的な例会運営ができ るよ う 例会管理を 行っ てまいり ます。

　 コ ロ ナ前の親密で和気藹々と し た例会を 遂行し ていき ます。

〈 計　 画〉

　 方針を 念頭に、 本ク ラ ブの細則（ ク ラ ブ細則第 3 条第 7 節） に決めら れたS.A .A .の任務を 行います。

・ 例会の進行に協力し 、 卓話の時間施行を 確保する 。

・ 例会場への入場や退場の許可。 例会場の開門、 閉門。

・ 早退、 遅刻の承認や拒否。

・ 例会場内でのマナーに対する 指摘と 秩序管理。

・ 例会場の設営、 テーブル配置、 座席の指定など。

・ 食事の献立、 業者の選定等食事の手配。

・ ニコ ニコ 箱の管理と 募金状況の報告。

〈 予　 算〉　 １0,000円

副リ ーダー

板本　 敏行
リ ーダー

若宮奈美江

【 リ ー ダ ー】 若宮奈美江

【 副リ ーダー】 板本　 敏行

【 委　 　 　 員】 脇舛　 賢治 岡本　 幸士

古本　 由美  

S .A .A .

委員長　 　 上田　 康博

－ 72 －



〈 方　 針〉

　 各部門の活動が円滑、 健全に運営さ れる よう に予算編成並びに執行を 行う 。

〈 計　 画〉

１． ク ラ ブの資金活動を 正確に実行する 。

２． ク ラ ブの収支および財政状況を 、 年 ２回、 中間決算、 見込み決算の報告書を 作成する 。

3 ． 年度内に予定外の活動が必要な場合は、 弾力的に財政支出を 行う 。

会　 計

委員長　 　 中村　 伸弘
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〈 方　 針〉

　 田上会長方針は「 語ろ う ロ ータ リ ーを 　 語ろ う 全会員で」 です。

　 被爆樹木特別委員会の２0２４年～２0２5年度の事業計画は創立65周年記念事業の計画の成功に向けて、 田

上会長を 中心に会員全員で東南RCの歴史を 紐解き 先人たち が残し た痕跡を 語り あかし たい。 そんな中

に被爆樹木特別委員会は １m m でし たが今、 少し ずつ広島東南RCを 中心に上毛町、 豊前、 長崎、 仙台、

と 被爆樹木の苗木は確実に育っ ていま す。 65周年は各ク ラ ブと と も に語り まし ょ う 「 ロ ータ リ ーを 」、

「 奉仕と 友情を 」。

〈 計　 画〉 　 　

　 9 月２１日は国連が定めた国際平和デーです。 豊前RCと 長崎南RCと 日程等を よ く 摺り 合わせて、 集ま

り 「 語ろ う ロータ リ ーを 　 語ろ う 全会員」。

　 創立65周年記念事業の被爆樹木写生大会に全員参加する 。

〈 予　 算〉　 300,000円

被爆樹木特別委員会

委員長　 　 要田　 昭治
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